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「聞くこと」を

重視した指導の

在り方 

 「聞く」については「聴く」という能動

的な姿勢と「訊く」という尋ねる積極的な

関与の姿勢がある。まず、「聞くこと」の

価値に気付かせることが重要である。 

音声による教材

開発 

 より学習をリアルに体現するための音声

による教材開発が重要である。 

必然性のある教

材開発 

 形骸化したものではなく、学習内容に必

然性があるものにすることが重要である。 

音声言語による

文化財の教材化 

日常生活の中で学習者が身近に感じるも

のや社会、生活の中で重要視されているも

のを選ぶことが重要である。 

※滝浪常雄、国語科における「話すこと・聞くこと」の指導の
課題、安田女子大学紀要 41､2013 年 に基づき作成 

＜研究の成果＞ 

○ 今回の手立て（話合いのしかたの提示や、困った

ことの共有、動画での振り返り等）の有効性。特に、

自分たちの話合いと「話合いのしかた」とを客観的

に見比べなど。 
○ 児童は「話すこと・聞くこと」の技能を生かして、

自分なりの考えを伝えたり学び合ったりすること

により、他者との関わり合いを通して、伝え合いへ

の喜びや楽しさ、意欲が高まる。 
＜今後の課題＞ 

○発達段階に応じた場の工夫等 
○他の授業や日常生活の様々な場面との関連 
○伝え合う力の形成過程を想定しながらの教材分析・

教材研究 

令和３年度 第７回 宮教研連のつどい 研究発表 

＜研究仮説＞ 

小学校低学年国語科「話すこと・聞くこと」の指導

において、以下に示す工夫を行いながら段階的に指導

することにより、話す技能、聞く技能が身に付くとと

もに、伝え合いへの自信や意欲をもつことができ、伝

え合う力が高まるであろう。 
話す技能の指導の工夫 
聞く技能の指導の工夫 
協働的な学びを促す指導の工夫 

＜研究の実際＞ 

○伝え合う力とは 
人間と人間との関係の中で、互いの立場や考えを尊

重し、言語を通して正確に理解したり適切に表現した

りする力（「小学校学習指導要領解説国語編」（2017）） 
○指導事項を踏まえた授業づくり 
 学習指導要領に示された各学年における「Ａ話すこ

と・聞くこと」の指導事項と構成要素を元に、指導の

在り方を以下の表に整理した。これに基づき、検証授

業を行った。 

(2) Zoom を活用した遠隔授業の実践 
① 理科「天気による気温の変化」 

運動場に設置した温度計とつなぐ 
② 道徳「生命の尊さ」 

産後のお母さん、赤ちゃんとの遠隔授業 
③ 道徳「国際理解」 

外国の日本人学 

校で働く先生と 

の遠隔授業 
 
 
 
 

２ 児童の ICT 活用能力の向上 
(1) プログラミング教育 
(2) ICT 機器の操作や機能の理解 

＜研究の成果＞ 

○ 児童の学習意欲の向上 

○ ICT に触れる機会を増やすことで、ICT 機器の活

用能力の向上につながった 

＜研究の課題＞ 

○ 全児童の活用能力の向上には継続指導が必要。 

○ 教師の負担が大きく、継続して取り組むには工

夫が必要。 

○ 一人 1台端末の実現に合わせた、幅広い活用を

工夫していく必要もある。 

伝え合う力を高める指導の工夫 

～人とのかかわりを大切にした 
 「話すこと・聞くこと」の指導を通して～ 

宮崎市立檍小学校 吉井湧人 教諭 

＜研究仮説＞ 

 ICT を効果的に活用することができれば、児童の学

習意欲、及び ICT 活用能力を向上させることができ

るであろう。 
 
＜研究の実際＞ 

1 児童の学習意欲の向上 

(1) ICT 機器を活用した授業づくり 

① 一斉学習の場面での ICT 活用 

② 調べ学習での ICT 活用 
運動場の植物を写真 
に撮り、教室で検索➡ 
して調べる学習 

 
 
 
 
 
 

③ アプリケーション(教材ソフト等)を利用した学習 

「話すこと・聞くこと」の指導の在り方

動画による話合いの振り返り

これからの時代に求められる資質・能力の 

向上を実現するための指導の在り方 

～ＩＣＴの効果的な活用を通して～ 

西都市立穂北小学校 緒方啓亮 教諭 

これは何という

花なんだろう。 
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令和３年度 第７回 宮教研連のつどい 研究発表 

＜研究仮説＞ 

仮説１ 言葉による環境改善 
自らの長所を他者から継続的・多面的に認められる

機会を設定し、セルフイメージを変えることができれ

ば、児童は自尊感情を高めることができるであろう。 
仮説２ 音楽による環境改善 
児童の実態をふまえ、場面に応じた音楽を活用する

ことにより、児童の心と体の調子を整えることができ

るであろう。 
 

＜研究の実際＞ 

1 言葉による環境改善 

(1) 学級集団に対する 
手立て  

①成長グラフ 

学級開きの際、 

ゴールイメージを持たせる 

②Ａの成長への道 毎日の目標と振り返り 

(2) 個人に対する手立て 

①ほめ言葉のシャワー 

 

②学級活動 

・「教えて。ぼく、わたしの良いところ」 

・「話そう！聞こう！みんな友達」 

③宅習へ・良いところアルバム 

   良いところカードを交換しあい、アルバム化する 
2 音楽による環境改善 

学校場面において音楽を 

活用することで、児童を活 

性的な気分や沈静的な気分 

にし、学校生活への満足度 

を高め、自尊感情の高まり 

につなげる。 

 使用した音楽の例(数字はテンポ) 

情熱大陸（１２８） 
紅蓮華（１３５） 
G 線上のアリア（６０） 

＜研究の成果＞ 

○主体的に互いの良さを見つける姿が見られ、自分の

良さを本音で伝えてもらうことができた。 
○自分の良さに気付き、自尊感情を高めることができ

た 
○音楽の活用は、学習効果など、一定の効果はある。 
＜今後の課題＞ 

○セルフイメージの変容までは至らなかった。 

○児童の好みや、テンポとメロディをもとに音楽を選 

 定し、より効果的に気分の変容を促したい。 

○ 日直の１日の行動を観察する。 
○ 日直の頑張りを言葉で伝える。 
○ 必ず褒める。 

・認め合う態度の育成 
わたしメッセージに関する学級活動授業実践 

・家庭での褒める場の設定 学級通信の活用 
２ 課題を自ら見出し、解決する態度の育成 

「あすみな 3 松ミッション」の取組 
約２か月に１回のペースで 

ミッションを設定し、児童自 
らが、段階的に課題を見つけ 
て、解決していく活動 

３ 児童の個々の課題に寄り添っ 
た教育相談の充実と仲間づくり 
スキルの育成 

＜研究の成果＞ 

○友達を日常的に褒めるスキル 
が身につき、自己有用感を継 
続してもたせることにつながった。 

○学級や個人の課題に向けた行動が見られるよう

になり、成就感と自信をもって、行動できるよう

になってきた。 
＜研究の課題＞ 

○意図的・計画的に継続して行う必要がある。 

○複雑な家庭環境にある児童もおり、学校と家庭と相

互連携と家庭への啓発が必要である。 

自分のよさや可能性に気付き、 

自尊感情を高める指導の在り方 

～言葉と音楽による環境改善を通して～ 

宮崎市立大塚小学校 福島龍太郎 教諭 

＜研究仮説＞ 

○ 児童が互いに褒め合う場の設定や認め合う態度

の育成を行うことで、安心して学校生活を送るこ

とができるであろう。 
○ 学級の課題を児童自らが見出し、解決を行うこ

とにより、児童が安心して、学校生活を送り、自己

有用感を高めることができるであろう。 
○ 児童の個々の課題に寄り添った教育相談の充実

と仲間づくりのスキルの育成を図ることで、自己

有用感を高めることができるであろう。 
＜研究の実際＞ 

１ 褒め合う場の 
設定 
褒め言葉のシャ 
ワーと学級へ波 
及するための実 
践 
・帰りの会の中 
での時間設定 

子どもの自己有用感を高める学級活動の在り方 

～人を思いやる表現やスキルの育成を通して～ 

高千穂町立高千穂小学校 馬原巧平 教諭 
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宮教研連では、研修会の開催情報やその他の役立つ情
報を会員お一人お一人にお届けするために、メールグル
ープを運営しています。これは、GoogleGroups の無料
サービスを利用して提供するものです。ぜひ、全ての会
員の皆様にご登録頂きますよう、 
お願いいたします。 
ご登録は mkkr.mlist@gmail.com 
（右 QR コード）まで、「宮教研 
連 MG 参加希望」とお書きの上、 
メールをお送り下さい。おおよそ 
１週間以内には登録されます。 

令和３年度 第３回 宮教研連のつどい 記念講演  講師:辻村哲夫氏 

学校教育の現状と課題 令和の日本型学校教育」答申と GIGA スクール構想を踏まえて 

宮教研連では、HP・Web での情報提供に力を入れ、

研修案内や報告、ダウンロードページ等、内容の充実を

図っています。是非、ご覧ください。ＵＲＬは以下で

す。（「宮教研連」で検索！） 
https://miyakyoukenren.sakura.ne.jp 

また、令和２年度から県主催の研修は全て Web 上か

ら申込となっております。PC でも携帯端末からでも利

用できますので、ぜひ、ご活用ください。 

宮教研連ＨＰ＆研修会のＷｅｂ申込 

宮教研連メールグループ(MKKR-MG) 
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❷：１０月３０日（土） 授業改善と学力向上 （オンラ

イン）  講師：中西英（本郷小・スーパーティチャー） 

❸：１１月２７日（土） 内容未定 （会場：日向市内） 

❸：１月２７日（土） 学校におけるＳＤＧｓ教育（仮題） 

署名活動等へのご協力のお礼 

今年も実施された全日教連の署名活動と全国Ｗｅ

ｂ調査につきましては、夏期休業中にもかかわら

ず、多数の会員の先生方にご協力をいただきまし

た。私たち、学校現場の教師の思いを伝えようと、

７００筆近くの多数の署名が集ました。ご協力、誠に

ありがとうございました。 

宮教研連ホームページでは、これまで蓄積してきた研修・講演

の動画や資料、研究論文などをアーカイブして、公開していま

す。今回の宮教研連のつどいの研究発表・記念講演の動画

もございます。ぜひ、毎日の子ども達の指導に、ご自分の研

究推進に、ご活用ください。（会員限定コンテンツを閲覧する

には、最初にユーザー登録が必要です。） 

「宮教研連アーカイブ」のお知らせ 

令和３年度 第３回 宮教研連のつどい 記念講演  講師:辻村哲夫氏 

「学校教育の現状と課題」 ～『令和の日本型学校教育』答申と GIGA スクール構想を踏まえて～ 


